
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検体の採取 

放射性物質を測定する箇所については、全町の耕地及び地形を考慮

し、下記の１５箇所を選定しました。また、測定する検体について

は、出穂前ということで、刈り取った稲全体を検体として検査しま

した。 

地区名 採取箇所数 地区名 採取箇所数 

中地区 ２箇所 小白川地区 １箇所 

萩生地区 ２箇所 手ノ子地区 １箇所 

黒沢地区 ２箇所 高峰地区 １箇所 

椿地区 ２箇所 中津川地区 ２箇所 

東部地区 ２箇所 合計 １５箇所 
 

採取月日 平成２３年８月２日 

測定月日 平成２３年８月４日 

測定場所 

山形県山形市松栄一丁目６番６８号 

一般財団法人山形県理化学分析センター 

（厚生労働大臣登録検査機関） 

測定器 ＯＲＴＥＣ社製 ゲルマニウム半導体検出器 

検査結果 
全ての検体において、放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出で

した。 

 

 

 

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故により、農畜産物から放射性物質

が検出され問題となっています。今、このような状況の中で、米の収穫期を目前に

控え、安全安心な米を消費者にお届けするのが、生産地としての使命であります。

また、生産者の方に安心して農作業に取り組んでいただきたいと考えております

し、稲発酵粗飼料用の稲の安全確認も必要です。 

そのため、稲の放射性物質検査を実施しました。概要及び結果は次のとおりです。 

飯豊町からお知らせ 


